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 演奏曲紹介 
 

● J.S.バッハ(リスト編曲)：オルガンのための幻想曲とフーガ 

                       S463/R120 

 バッハのオルガン曲の名作“幻想曲とフーガ ト短調 BWV 542”

をピアノ独奏曲に編曲した作品です、1842年作曲(1869年改訂第２稿)。

幻想曲、フーガの２パートで構成されています。ドラマチックな展

開は、まるで最初からピアノのために書かれた作品のようで、リス

トの天才的な編曲技量を示しています。 

● リスト：ピアノ･ソナタ ロ短調 S.178/R.21 A179 

 リスト唯一のピアノ･ソナタ作品です。ソナタであるにもかかわ

らず単一楽章で構成し、しかも主題をさまざまに変容・展開してい

く技法によって楽曲全体に高度な統一感をもたらしています。1853

年に完成されました(初演は1857年)。 

● リスト：J.S.バッハの主題による変奏曲 S180/R24 

 バッハのカンタータ第12番“泣き､嘆き､悲しみ､おののき BWV12”

と、ミサ曲ロ短調 BWV232の“十字架にかけられたまいし者”のコン

ティヌオ(通奏低音)を用いた変奏曲です。名ピアニストのリストなら

ではの、華麗な技巧が盛り込まれています。1862年の作です。 

● リスト：調性のないバガテル S216a/R60c 

 調性とは、主音(たとえばハ長調であれば“ド”)を中心とした旋律や

和声のつながりのことで、主音が無ければ無調性になります。リス

トは晩年になって実験的・前衛的な音楽に挑戦しましたが、この曲

もその一つです。1885年の作曲。バガテルは特定の形式を持たない

小品のことです。 

● リスト：夜想曲｢夢の中で｣ S207/R87 

 リストが1883年、弟子のアントニア･ラープの詩に触発されて作

った作品といわれています。ロマンティックな性格と内省的な性格

を併せ持った、リストらしい傑作です。 

● リスト：暗い雲 S199/R78 

 タイトルどおり陰鬱な雰囲気に満ちた小品です。先の｢調性のな

いバガテル｣と同じく、晩年の実験的作品です。作曲は1881年。 

● フランク：前奏曲､コラールとフーガ 

 セザール･フランク(1822～90)は、フランスで活躍したベルギー

出身の作曲家・オルガニストです。独特の、表現力豊かな作品を多

く発表しました。この曲は、前奏曲、コラール、フーガの３パート

で構成され、最後は希望に溢れる鐘の音の響きで締めくくられま

す。1884年作曲。フランクのピアノ曲のうちもっとも知られている

作品です。 
 
＊ リストの作品番号に表記されている｢Ｓ｣はイギリスの作曲家ハンフリー･サ

ールが分類した曲目別目録によるサール番号、また、｢Ｒ｣はリスト博物館館

長のペーター･ラーベによる曲目別のラーベ番号を示しています。 

                           （マ） 

  イインンタタビビュューー  

阪田 知樹さん 


